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雛
瀞
酌
鞍
鵜
そ
の

他
の
た
め
盛
愈
紺
倉
蟹
勇

　
十
一
日
村
難
薮
脊
に
ウ
い

臣
事
打
合
せ
　
　
　
，
　
　
⊇

　
＋
轟
轟
農
桑
驚
製
饗
野
臥

鹸
嵩
に
開
催
，
　
、
　
、

　
、
，
（
勲
置
嘩
麿
鵡
（
食
藤

毅
）
畿
癒
溺
割
庸
リ

ヰ
翰
潟
｝
公
爵
優
馨
篇
醗
ハ

，
　
　
　
　
　
　
U
㍗
〆
岬
『
，
．
↑
卜
沁

　
　
　
　
乱
　
．
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
p
娠

　
　
　
　
掃
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

禽
鱗
場
で

　
十
・
六
日
　
職
一
腰
薗
二
成
正
閏
（

夢
野
ゆ
き
》

　
十
八
日
　
三
三
計
三
等
に
つ

き
組
合
長
亀
麟
鍋
に
開
傷
一

　
二
十
四
日
　
中
置
蜜
蜂
設
に

9
ご
麟
倉
⇔
別
委
員
三
三
場
瓦

詔
集
　
　
　
　
’

、
昌
十
六
日
　
鐘
盈
減
員
脅
騰

場
に
聞
催

－
　
二
十
（
旨
　
巾
韻
秘
鷺
説
比

高
弾
入
わ
そ
の
他
に
つ
鳶
口
壱
圃

翌　
ヨ
　
月
　
’

　
二
日
　
村
内
P
7
▲
協
騰
◎
昂

戯
場
に
閉
催

　
三
日
頃
懲
蟄
記
念
日
に
つ
。

だ
川
朔
亭
第
村
細
砂
會

だ
六
日
　
惰
防
後
鰻
倉
役
員
脅

及
郡
落
盤
澹
趣
長
息
開
催

　
八
日
　
’

　
　
L
轟
醜
員
逡
皐
の
た
め
村

逡
那
聲
運
餐
員
食
開
催
　
一

　
　
臥
四
丁
幽
に
つ
き
野
合
長

會
儀
開
催
　
、
　
　
　
　
、

’
九
貝
　
歌
人
大
悟
蟄
刷
綿
民

拶
び
謡
講
　
　
．

　
十
日
　
村
報
創
朔
号
企
行

　
十
三
日
、
腫
を
屡
賃
選
任
そ

の
他
に
つ
適
雨
樋
量
旧
師

　
十
六
口
　
村
内
繊
牡
牛
一
月

饗
脅
　
　
、
　
　
　
　
’
、

　
十
八
口
　
幽
谷
日
曝
糠
瀞
弱

肩
訂
脅
舎
闘
儀

、
＋
轟
日
民
鹿
鴇
酒
倉
禰
儲

　
二
十
謄
　
一
霞
倉
駕
門
別
丞
凹
型

色
落
集
　
　
・
　
　
、
，

．
ユ
十
、
明
日
’
日
赤
寡
占
の
た
、

め
婦
人
部
長
脅
開
催
　
　
、

　
一
幅
十
二
日
引
馬
鶴
鑑
讐
罐

騰
喚
澱
舎
開
㌍
　
．

　
二
十
三
日
・
塗
■
院
官
員
選

華
の
た
め
部
帯
臓
在
所
ぼ
内
寸
開

催
　
・

　
二
十
四
隠
，
置
引
巾
肇
校
寝

威
式
華
行
　
　
．

　
二
噸
五
聞
三
農
麟
行
闇
三

唱
路
属
癖

　
　
　
　
　
　
ゆ
院
鵬
糞
下
禽

　
二
十
六
日

旗
説
三
巴
ノ
国
公
民
借
瞭
開
催

　
二
十
九
償
　
村
教
官
會
下
下

輝
小
忙
開
催

　
三
十
騨
日
妻
院
麟
請
願
愚

の
た
め
全
職
員
翻
脊
愈
開
催

　
　
　
　
　
　
ロ

　
六
再
　
　
．

．
卿
欝
・
塗
緬
驚
購
黄
離
島
義

暴
及
鶴
羽
、
　
！
「
驚

　
六
口
駐
日
山
農
魯
鋳

催、

@
　
　
ハ
　
ァ
、

八
日
、
聖
藤
島
霧

　
蜘
掃
融
櫓
費
毫
秦
村

，
承
博
　
圏
癖
鋸
餐
儒
第
澱
へ
・

誰
　
罵
繁
鱗
漉
鳶
．

命
＋
育
三
白
第

穴
學
行
一
　
’
　
　
　
　
L
、
．

　
十
八
日
　
塗
潜
…
三
軒
蟄
改
鷹

眈
窮
谷
一
二
場
に
開
催

　
十
九
日
　
優
義
挽
禦
都
落
衰

彰
及
扉
穏
鹿
申
告
、
醗
闘
の
已
め

二
三
腔
鹿
身
長
及
繊
月
一
一
融

開
催

　
二
十
六
筒
　
串
聾
賞
勘
耕
地

幽
張
斯
長
調
誓
事
釣
合
の
た

め
楽
村
　
曹
，
　
　
　
　
’

　
二
十
九
口
庸
潮
蔀
霞
忙
疫
痢

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

漉
生
　
　
　
　
　
f

　
’
七
月
　
　
　
，

　
一
日
　
悲
禽
縢
座
屈
釧
委
員

禽
開
催
　
　
　
　
　
　
’
・
（

　
六
日
　
農
地
委
員
豊
隔
糖

　
十
鳳
’
村
a
綾
薦
謬
曾
業

中
陀
開
催

　
㌣
二
日
謄
題
額
脅
調
書
工
寮

落
瞬
　
ノ

　
十
一
昌
日
　
藤
膝
組
三
三
脅

　
十
五
口
　
轡
型
簸
幽
壷
開
催

　
十
七
日
　
脊
僻
噂
座
蹴
忌
門
三

宿
作
成
の
た
め
萎
着
「
倉
二
開
催

　
十
八
口
一
食
融
濟
三
三
員

倉
開
催
　
　
　
　
　
’

　
十
九
日
　
側
錦
灘
金
そ
の
他

の
た
め
叡
覧
諮
纏
准
瀞
円
憂
含
晶
開
催

　
帥
一
十
日
　
粒
報
第
二
号
西
伯

　
二
も
一
躍
　
災
轡
復
償
の
た

め
緊
感
奮
曾
無
集

　
二
十
四
闘
、
垂
雪
穐
申
告
髭
や

明
脅
閉
撒
　
　
一

　
（
田
巾
糖
虚
器
罵
言
村
》

　
二
十
六
日
焚
土
蛙
壷
σ
た

め
纏
合
長
愈
騰
開
催

　
二
十
七
日
　
群
口
5
寒
驚
蒔

催
　
　
　
　
　
’

　
二
十
八
日
　
郡
下
戸
工
事
欝

，
協
麟
脅
畿
楊
に
開
催
　
，
　
、

｛再

D
鮒
罐
灘
簾

　
冒
幽
十
一
貝
　
駕
学
部
餐
旨
趣

掬
穏
　
　
．
，
　
　
、

　
八
再

　
一
賞
桑
々
津
、
芝
山
蔵
塗

立
扇
綾
協
鵬
脅
謝
磁
’

　
ニ
ロ
亭
主
織
狩
三
唱
濟
部

各
萎
員
禽
ぐ
迫
が
及
道
路
副
査

　
噛
昌
日
　
澄
桑
銀
輿
土
工
空
玉

倉
開
催
　
　
　
　
’

　
髭
日
　
湘
防
闘
部
長
禽
馬
事

盈
に
開
識
’

　
六
目
　
礎
轡
闘
養
の
蕊
驚
井

獅
霞
↑
至
嘱
　
’

　
七
自
公
野
鱈
射
撃
黄
禽

協
借
－
　
　
　
　
　
・

・
詰
＊
器
簸
繊
麗
集

　
十
呂
賞
　
鷺
郷
轟
協
紅
炉

審
縮
翫
鰭
董

　
　
　
　
　
ゆ

．
＋
轍
寧
　
　
　
莚
聖

臥
　
　
　
　
　
　
　
　
，
夢

務
腔
左
所
長
禽
棚
催

　
六
日
・
郡
下
各
町
村
胎
務
協

●
倉
麟
場
に
開
催
　
　
㌔

　
　
　
　
（
國
勢
脚
養
》

　
七
口
　
旛
潮
小
耳
動
會

　
八
日
、
東
巾
蓮
勧
倉
「
、

　
九
胃
　
納
捜
二
月
注
射
二
三

活
躍
助
沓
貴
体
調
登
創
始

坪
谷
中
小
蓮
動
禽
正
月
、
越
小

蓮
勘
倉

　
十
日
　
臨
時
名
簿
翻
馳
偶
の
た

め
都
滞
駐
詫
厨
琵
禽
開
償
’

　
十
二
日
三
崩
黍
逡
學
の
た

め
村
業
曝
管
窟
唇
資
會
開
白

　
十
三
目
村
内
峰
校
長
愈
麟
開

催
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
十
四
口
’
●
倉
回
忌
都
餐
員

脅
輻
集
　
　
　
　
　
　
＼

　
十
七
日
越
丈
化
祭
に
つ
き
關

回
書
合
噺
開
催

　
十
八
日
号
村
内
各
部
藩
麗
弓

鋸
畿
脅
開
始
　
迫
之
内
よ
物

　
二
十
四
日
　
廓
卿
三
三
峯
棚

倉
漉
脆
禽
小
野
田
公
民
鱈
に
開

催　
二
＋
賦
圓
、

傭
　
　
　
’

　
二
十
六
日

催
、
二
十
八
圓

挙
行
　
三
十
一
日

適
地
旧
姓
食
開

馬
匹
餐
員
曾
開

菟
鴛
綾

　
　
　
　
　
　
幽
囚
＋
隔
年
捷

追
加
予
凌
礪
の
た
め
村
倉
招

集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
十
囎
月
　
　
．

　
六
口
　
邦
中
越
識
分
校
購
築

覆
つ
き
麟
弁
証
遡
萎
直
感
蟄
渠

臨
監
㈱
継
講

行
、
＋
一
室

　
十
三
観

　
十
四
概

開
催
　
十
一
日

縣
較
褥
逡
卓
一
景

駒
慶
婚
禽
鰍
催

農
鵡
騨
叢
動
員
倉

さ
い
き
る
　
　
・

　
　
　
　
　
ざ

．
識
購
剛
瀞
禦
麟
義

奪
懸
隔

　
　
　
　
　
圷
中
、
驚
表
分
睡

臥
築
工
群
入
札
執
行

．
（
首
寓
辺
で
露
鳥
親
藩
粍
》
　
、

　
十
六
口
血
晒
米
促
漁
そ
の
他

に
つ
き
戯
産
卵
食
盛
但

　
十
七
日
　
民
地
餐
鳳
脅
三
値

　
二
十
四
日
　
丈
化
祭
酷
虐
打

合
禽
開
他

　
．
二
十
七
旧
、
償
却
韓
藍
申
告

打
合
禽
開
催

．
畿
十
九
日
　
旧
臣
に
つ
ぎ
農

桑
三
三
萎
三
日
開
穫

’
三
十
日
　
簗
跡
槍
に
り
壼

組
合
長
島
開
催
　
”
　
　
5

・
十
二
月
・

毒
’
鍵
㎜
鵡
縷
言麗

藁．

　
十
一
口

會
闘
灘

　
十
三
ロ

食
開
催

℃
隅
事
風
孟
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
無

母
恥
涛
自
立
鵠
騰

船村
縄
濟
自
立
竪
町

青
少
隼
防
犯
座
談
倉
開
催

国
山
回
幹
部
打
合
倉
目
時

　
十
四
日
　
駕
三
部
三
三
置
酒

集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
十
六
口
　
村
内
校
長
臨
席
脅

越
表
小
に
開
催

　
十
八
日
　
山
林
都
委
員
庸
開

催　
十
九
ほ
　
紬
務
部
三
五
會
開

催
　
　
　
　
　
．

　
二
十
二
日
　
地
見
博
士
漁
村

講
昏
開
催

　
　
　
　
　
一

　
二
十
曜
日

　
　
L
農
地
餐
員
言
置
催

　
　
匹
敵
勝
部
萎
貫
脅
開
催

　
　
a
三
選
肇
聲
瑠
委
員
會
開

催
　
　
　
　
、

　
　
ら
土
器
杯
億
麺
式

　
二
十
六
酵
　
馨
鷺
際
船
改

旧
例
臨
監
の
た
め
村
金
矯
集

　
二
十
八
日
、

’
　
鮎
供
米
優
良
三
主
推
鳶
そ

の
他
の
た
め
部
露
…
駐
窟
幽
堺
長
倉

開
催
　
　
鉱
本
日
を
も
つ
て
昭
和
二

十
玉
年
度
殺
場
事
灘
休
止

　
ロ
　
　
ミ
　
　
　
　

犬
の
墜
録
に
就
い
て

　
　
　
　
　
思
置
生
唾
．

畜
犬
の
厨
有
者
は
村
長
を
鶴
て

駁騨

m
日
・
に
犬
の
登
録
申
請
を
せ

よ
と
の
狂
犬
予
防
洩
ボ
制
定
さ

　
雲
し
た
隼
登
録
を
し
な
い
と

竃
窩
国
以
下
の
罰
㍗
胴
親
…
に
盧
帰
せ

ら
れ
富
す
電
窺
瀬
棚
登
録
の

犬
の
醇
剛
宥
二
智
は
一
月
中
に
登
饅
甲

申
請
を
せ
ら
れ
る
亭
を
希
蓬
鎖

し
ま
す
●

爾
本
革
二
月
一
口
よ
り
本
村
全

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

禦
に
亘
り
犬
の
窮
査
が
開
始
さ

れ
駕
し
て
壷
網
搬
曲
揚
が
貸
施
さ

れ
雲
ナ
の
で
あ
は
愛
で
御
卸
ら

せ
等
し
雲
学
●

　
　
百
日
咳
「
タ
グ
り
」
の
豫
防
接
種

　
　
に
就
い
て
御
知
ら
せ
　
庸
趨
勢
か
ら

　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

隷
織
綾
舞
縷
講
瞬
麟

の
部
落
は
栗
接
種
κ
あ
り
止
し
　
大
切
な
瀦
三
期
聞
に
あ
る
子
供

た
の
で
ζ
れ
を
宏
祀
嚢
重
量
翼
②
傑
健
備
生
に
勢
⑳
塞
し
せ
う

・
百
臼
咳
電
通
接
裡
回
読
計
登
表

下
秀
一 表 雫 谷 豊 坂一層

’野
・膏蓄
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ラ
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二
2
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縺
V
一

今
廟 ㌻

十月
Z
日

浄画

ﾝ

〃 二〃　〃 二〃 二〃 〃 三〃 二尉 顯十月 一
’ 九
， 夢 六日

五
胃
四
日
三
日 肩
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一
≡三〃
脚

三 二 月 ’

朝 三一
一 デ 十 画

㌧ ⊆L 日 ロー 日 圧
・〃 〃 了 箪 弱 田 遁 接

皓 〆
幅 ’ 獅 濾 坂 磨 ・公之

』

小
學
嫁

小
學
鋭

涼
噛
｛
挙
比

公
湧
公
器

扇内

｢

還
魂
エ

〃 ρ 〃

t

〃 吻 〃 九自
[』F 陣

σ
i間

　
　
ノ
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳

’
主
要
食
糧
小
賓
著
書
業
者
甲

（バ

刀
A
生
め
ん
．
ゆ
で
め
ん
を
除
く
）
の
登
録
に
つ
い
も
▼

枯
内
②
撃
ん
朔
暫
し
轟

謎
田
鷹
う
こ
ぎ
い
雲
す
瓠
て
欝

燦
ん
も
臼
激
知
の
溜
り
今
瑚
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

糧
公
園
が
慶
働
き
れ
る
こ
と
に

な
り
雀
楽
の
駆
給
貯
に
代
つ
で

費
さ
ん
の
自
由
選
撮
に
よ
ろ
登

　
ロ撒
に
よ
悔
沸
網
棚
肉
翻
ら
し
く

爵
景
鷹
聯
膿
β
嶺
擁
a
に

　
　
　
　
　
ノ
壕

｛
ヤ
竃

近
食
糧
事
僧
が
糟
々
戯
和
毫

た
事
も
犬
凄
い
臨
画
の
一
つ
で

言
う
が
競
も
通
な
る
目
的
は
次

の
三
つ
に
燈
［
か
れ
．
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憾
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櫛
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伽
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懸
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縄
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叢
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落
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．
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②
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．
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②
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．
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縛
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齢
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搬
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滑
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迦
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湿
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潮
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澄
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萎
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熱
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受
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、
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．
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搬
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．
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．
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概
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縛
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膨
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潅
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．
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薯
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磯
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．
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又
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潟
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．
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落

．
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だ
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回
り
を
、
も
つ
さ
勉
臓
や
野
駒
勘

な
ど
を
、
目
し
よ
う
げ
ん
轟
い

し
て
、
㌦
鎌
年
月
う
よ
い
子
に
な

ろ
う
η

　
　
　
　
　
　
か盤

、

勇
　
　
、
一
　
、

膚
く
塗
る
熾
痩
潤
筆
も
，
初

め
ぬ
　
　
竃
年
　
§
原
か
ね
子

蘇
澄
も
し
晦
れ
で
か
な
し
脳
症

σ
嬬
　
　
一
7
年
　
寺
璽
馨
子

木
月
し
に
腹
か
れ
て
曙
砦
恥
の

三
遷
♂
蛍
聯
．
池
珂
ふ
酢
酸

萩
熱
田
麓
の
賓
ひ
讐
く
口
回
遺

　
　
　
　
輔
二
年
－
署
図
画
畢

細
眉
の
識
灘
映
鵬
毒
融

　
　
薙
・
歌
　
　
、
、

靭
礁
灌
秋
も
騨
侮
0
菊
の
花
つ

ぼ
融
哀
れ
や
お
く
れ
吟
ぎ
し
は

」
　
　
　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
京
子

粉
籍
に
う
た
れ
て
悲
し
枝
の
上

面
海
ぐ
ρ
勃
蕃
で
喚
濠
し
ゅ
亀
じ

齢
の
熱
蝶
も
鍛
卵
蕃

　
　
ム
罵
っ
て
ぐ
（
な
幽
ぼ
幡
な

　
　
・
か
つ
で
念
い
で
く
、

　
二
、
た
ん
ぼ
の
中
で
は
お
じ
さ

　
　
ん
が
ほ
う
！
～
ぐ
と
い
い

　
　
な
が
ら
、
む
ち
を
ふ
り
ぐ

　
　
牛
追
っ
て
、
土
を
だ
ん
だ
ん

　
　
激
ζ
し
て
く

　
三
、
牛
を
追
っ
て
る
お
ち
さ
ん

　
　
も
、
や
が
て
仕
事
を
や
め
ま

　
　
し
た
、
室
に
は
白
い
お
両
様

　
　
ノ
鳥
も
ね
ぐ
ら
に
謡
い
で
く

　
四
、
海
じ
さ
ん
鱒
つ
た
あ
差
か

　
　
ら
は
蓬
が
ガ
ア
く
鳴
」
い
て

　
・
　
い
る
、
早
ぐ
撃
っ
て
鳶
休
み

　
　
く
ガ
ナ
ノ
Σ
職
そ
ん
な
に
賞

　
　
つ
て
い
た

　
▽
濯
8
鋭
皿
の
　
野
み
ち
　
　
．

　
　
｛
　
　
　
　
　
　
＝
　
鵡
　
閑
鵡

　
　
　
　
　
累
年
再
三

　
　
ヒ
の
道
ど
こ
襲
惣
つ
づ
皇
燈

V
　
　
む
と
う
の
練
｝
へ
』
据
い
3
譜
嶋
～

　
　
旧
く
讐
れ
ば
盛
岡
鋤
「

　
　
丘
え
の
ぼ
れ
ば
撮
そ
い
遭
、

　
　
今
n
口
の
コ
ー
ス
を
費
置
め
る
兄

　
「
丞
渠
で
甜
づ
で
先
聖
立
つ
　
－

　
　
と
ん
ぼ
と
ん
で
る
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
バ

　
　
鋼
徽
樫
協
し
て
赤
と
ん
ぼ

　
・
勲
室
み
て
と
ぶ
灘
a
ん
糟

　
　
軟
⑤
小
道
を
歩
い
て
櫨
職

　
　
お
，
ち
起
ち
見
ゆ
遜
山
の
か
げ

　
　
き
い
ろ
く
色
ど
轟
の
幽
．

　
　
小
鳥
婁
た
の
し
く
　
　
　
　
●

　
写
た
っ
て
．
る
㌦
　
　
　
　
，

　
　
秋
ゆ
野
山
憾
た
㊨
臨
蜻
魁

　
　
激
を
づ
だ
づ
辱
遭
〃

　
　
聴
し
“
秋
の
鑑
砂
　
　
．

　
“
飾
ゆ
議
論
瓢
整
う
ム
「

　
タ
や
箏
さ
よ
う
な
鼻

　
　
か
軌
た
小
笹
ぎ
旧
よ
を
な
ら

　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

1
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
炉
　
万
降

雨
⑳
淡
き
タ
舟
爆
の
か
に
匂
う

、
　
p
　
　
二
年
　
冒
一
団
あ
ね
子

思
出
の
★
型
尋
r
ヴ
ル
バ
亀
口
叩
き
つ

つ
膜
の
か
ナ
み
を
ば
ひ
し
き
し

②
叙
て
廟
　
ヒ
年
　
肩
田
育
代

庭
回
三
二
て
三
二
る
コ
ス

銀
竸
訳
螂
纏
綴

　
　
驚
・
り
・
．
－
『
、

　．

D
、
　
葺
争
　
壷
屋
輝
夫

　
百
姓
の
お
じ
さ
ん
・

♂
舘
醗
雛
聾

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
輌
　
肉
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
、

邑
ム
・
・
筑
緬
Y
あ
が
轟
の
犠

　
　
’
．
剛
年
井
上
“
操

　
の
2
ぼ
の
き
び
も

　
小
憲
な
草
も
　
．

　
ナ
き
と
お
っ
た
水
晶
　
・

　
O
よ
う
な
　
　
　
　
　
冨

　
水
の
ま
セ
か
ざ
つ
で
い
る

草
も
ホ
も
青
々
と
し
て

見
る
か
ら
に
ず
が
す
が
し
い

　
小
，
惑
な
賦
た
ま
り
も
で
壱

庭
が
今
僧
裡
美
し
ぐ

見
え
急
を
と
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

あ
亀
今
町
φ
よ
う
な
朝
が

塾
て
灘
恥
噸
邪
‘
㍉
－
ぽ

鳳
馨
軽
…
蒔
己
，

い
・
託
時
’
計
8
　
　
．

　
　
　
　
謙
譲
植
田
説
夫

僕
は
ザ
ッ
ク
タ
ッ
ク
時
計
だ
よ

生
れ
陰
そ
ん
な
エ
噛
議
眠

け
れ
ど
も
な
か
な
撫
．
　
．
｛

え
ら
い
ん
だ

若
し
も
此
の
世
に
ヒ
の
僕
が

．
い
な
い
と
し
た
ら
ど
う
だ
ち
う

雨
の
降
る
ぼ
も
風
の
日
も

た
の
し
’
く
う
れ
し
い
そ
の
時
も

あ
わ
れ
に
か
な
し
い
そ
の
時
も

さ
ぞ
や
皆
さ
ん
困
る
だ
ろ
　
　
．

醒
め
お
爵
ざ
め
困
る
だ
も
、

石
う
だ
．
よ
そ
乾
だ
な
臨
も
か
も

見
て
熱
る
時
は
僕
の
も
の
　
　
、

倹
捨
チ
ッ
’
ク
ッ
ク
時
計
だ
よ

辱
ん
な
豊
新
の
簿
だ
よ
、

み
ん
数
隠
匿
0
時
齢
だ
素

　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

・
膨
壊
金
霜
よ
命
だ
よ
　
　
　
、
・

’（
�
．
そ
の
噌
砂
糖
㌃

◎
案
し
で
ぬ
糞
正
月
⑤
紗
讐
脚

も
＋
月
分
の
配
盤
麗
把
食
7

て
＆
，
や
ら
謎
曝
し
い
僻
に
ヒ

巖
陰
働
磁
瓶
霜
か

繧
隠
噂
も
臥
所
を
持
つ
主
調
に

吊
為
っ
て
威
は
留
出
▼
蜘
食
店
餐

で
置
酒
も
得
蕉
れ
敏
碧
羅
レ
，

畿
嚢
店
に
旧
い
笠
％
露
膳
の
配

血
断
言
監
置
帽
軒
愚
な
い
と
胎
…
く

蝕
艦
載
臓
後
の
食
生
活
を
考
え
て

拶
敬
と
喋
曹
し
恥
と
云
回
れ
る
・

「讐、

R
材
鰹
沸
警
蓄
か
’

肇
ら
拶
糖
惣
塾
硬
し
て
作
ら
れ

玉
璽
強
調
ず
ど
思

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

え
ば
捗
少
の
う
る
ほ
い
が
幽
來

て
凛
蜜
で
あ
ろ
ケ
ム
？
”

驚
藁
で
舞
Φ
火
斑
な
顧
糖
の
切

磯
価
霧
失
す
薗
と
恥
き
再
診
行

淋
斑
業
‘
な
い
の
で
」
御
溺
心
も
の

だ
。
　
ノ
　
　
　
　
　
　
＝

縣
で
は
山
嵐
轟
で
壌
が
押
つ
ぶ

さ
れ
た
爲
切
符
を
紛
失
し
た
等

の
三
盛
以
外
ぱ
認
轟
な
い
と
一

島
般
に
留
意
を
促
し
℃
み
る
◎

亥
三
囲
資
店
に
砂
場
霧
～
λ
荷
し

沁
墨
書
が
霞
以
轟
に
賢
取
参

忙
行
《
ヒ
と
縮
な
・
望
て
み
り
が

》錨畠

　、；瞭

　虻f
く喉t

馬烈

餌
レA

、

〆　　馬

導殉、

ρ　　　「

奪
　
　
、

荷
を
輝
知
懲
歯
さ
せ
垂
細
細
雌

あ
る
七
と
は
勿
論
や
あ
る
つ

葦
や
黛
癩
に
量
寳
ぷ
ら
れ
る
砂

、
編
隊

　
　
　
　
町
分
か
ら
新
便
格
二

　
　
　
　
貸
さ
れ
る
ζ
と
に
な

り
大
も
に
痛
卸
謁
で
は
あ
る
。

そ
の
二

◎
黍
泥
沼
O
醜
給
つ
い
て

も
う
去
年
に
な
っ
た
乾
瓢
年
と

　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

そ
し
け
も
洪
斌
も
な
い
と
安
心

し
て
川
添
い
鵬
三
つ
た
作
伽
が
’

X
流
失
し
で
幽
参
た
。
．

「
う
ち
に
や
、
魚
ら
い
も
が
、

ナ
つ
た
ゆ
流
篇
た
ム
銑
、
凸
型

　
ぽ
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
も
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
ち
ひ
　
ヴ
く
ぐ
へ

や
魁
ん
掌
．
認
燐
．
・
5

心
襲
剛
憩
激
願
．
醤
弁

量
見
・
え
鑑
識
鳶
娑
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
国
論

崇
は
刈
入
れ
て
虫
レ
臓
捲
っ
て

い
る
が
代
巷
晶
癬
な
く
て
ば
喰

魁
し
が
出
崇
な
か
っ
た
か
ら
困

る
と
云
ム
鼻
。

と
こ
ろ
内
洋
端
ん
に
辱
知
・
著
せ

　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
あ

致
し
ま
ず
瀞
貞
門
U
日
か
皇
調

製
爵
が
ク
ー
ポ
ン
制
（
切
符
制

）
で
箕
え
る
こ
と
に
な
り
・
著
し

た
か
ら
御
安
心
祝
さ
い
溌

．
切
符
は
廊
よ
り
自
署
次
第
悪
場

で
交
付
置
し
毫
，
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
，
“

e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

“

・
3
の
．
2
㌔ ’

レ

燈
火
油
溝
蟄
者
の
、
皆
さ
藍
蝋

「
剛
堅
奏
叢
…
酔
歌
織
合
で
取
扱

っ
て
い
る
燈
火
油
郵
駅
給
が
最

近
薗
搦
に
行
域
れ
で
撚
な
い
が

，
嘗
髭
．
機
無
灯
火
世
膿
の
不
自
曲

遷
を
む
少
し
黄
劒
楼
考
え
τ
早

急
に
讐
虜
し
て
撞
熱
い
」
壱
鼓

毒
⑱
聲
を
二
、
艶
聞
ぬ

診
れ
て
誠
に
出
撃
猟
職
能
と

存
ピ
黛
す
ρ
　
　
　
，
　
　
，

幡鎌

禔
c
雛
露
繊
齢

※
た
翻
係
も
あ
り
ま
し
て
折
角

出
営
丑
を
引
墨
っ
て
も
配
給
瀞

盤
讐
禦
あ
篭
と
徴
勢
綴
灘

】
で
あ
妙
§
し
た
が
春
色
油
0
鴛

蓼
る
に
礎
う
℃
取
扱
所

血
塗
憂
雛
も
艶
轟
に
簑

て
盃
爾
晦
な
不
筋
鯉
叢
つ
℃
糞

髄
難
鰹
琳
麓
盤

　
　
　
ビ
　
サ

す
が
ま
欝
寮
さ
れ
て
い
な
い

芳
も
餐
に
勲
配
代
表
考
で
・
取
・

綴
繭
て
盤
金
ネ
さ
る
榛
善
駆
馳

繁
勉
ま
す
蚤
取
鷹
翻
転
必
罫

と
し
な
く
な
っ
た
方
隷
役
犠
幻

申
出
℃
働
け
ば
鹿
ぐ
肇

襯
憶
壕
瓶
撃
茎

以
上
の
姦
情
を
了
乏
嘗
鎚
ま
し

て
漕
賓
醇
俗
位
②
卸
隠
縫
セ
瀞

順
い
申
・
上
げ
ざ
す
。
　
．
．
　
亀

、
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
τ

　
　
　
商
工
水
産
係
．
婁
暴

富
豊
島
に
瀞
貨
ず
る
償
い
う
露

な
結
果
室
数
っ
て
糞
つ
た
0
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ

あ
り
毫
す
p
　
　
　
　
け
　
一

役
場
に
於
て
も
勲
甕
困
雷
電
斌

蝕
凧
に
あ
び
毫
す
の
で
先
般
丈
御

で
御
鑑
知
申
上
げ
た
溜
り
溝
費

零
蓉
位
の
鋒
嬢
力
を
麟
や
て
呵
、

口
五
拾
雌
η
出
嘗
傘
ま
以
っ
て

燈
抽
を
図
滑
に
引
摺
る
や
シ
計

嚢
を
致
し
た
奪
あ
妙
ま
ナ

ζ
の
甕
金
が
纏
れ
ば
他
φ
養
金

に
当
山
仔
ナ
る
篭
と
な
く
腕
灯
々
の

劃
磁
歪
が
園
灘
酒
配
絵
が
幽
楽

る
ヒ
と
に
な
り
ζ
の
簡
型
題
も
偲
…

濃
墨
溜
る
謁
で
あ
歎
詮
ず
現
雀

全
漕
愚
者
O
鴎
公
璽
哺
に
鴛
る

叢
竿
　
塗
強
奪
薫
り
壕

　
　
　
　
　
発
　
　
　
．
．
．

〆
お
己
と
わ
壁
　
随
、

秘
義
層
て
る
さ
㌫
醐

さ
ん
⑳
「
東
描
冠
鵡
濃
σ
鱒
墓

に
つ
い
ん
」
に
妊
く
零

丁
譲
贈
白
粥
松
譲

7
知
下
さ
い
。
、
　
　
　
　
嶋

瀞

r

膠
p

”
　
　
，

村
民
む
皆
さ
ん
　
　
　
凸
　
械

鰐
驚
鵜
聡
齢
鋸

　
り
つ
て
や
み
を
蛭
．
ん
。
　
㌶
　
～
　
一

村
報
も
生
れ
て
二
つ
σ
年
を
穆
．

鰹
纏
欝

に
熊
本
聯
浬
水
計
乱

究
理
一
三
勇
、

為
書
毒
⑳

メ
墨

緊

ツ

’ψ

ノ
藷
．

　
　
　
　
、
甲
・
・
と
墾

　
　
　
　
　
件
酬
♂
ρ
　
摯
耽
己
　
・

轍
轟
．

、
鐙
い
翫
継
ゼ

陥
数
脚
蔀
型
勤
勢
い

；
　
　
　
　
　
」
　
　
』
「
1
5

’“艦

藁
⑳
癩
氣
、

　
　
膓

霧
民
噸
．

嚢
葛
：

董
詳
略

曇
Ψ
簾
．

急
⑤
輪
鶴

、

認
審

素
ん

塁
謹
．

感
心
痂
‘
が
倉
．
、

型

蟷


	年頭の挨拶―村長小野弘

	年頭の辭―東郷小学校長都甲鶴男

	年頭に想う―村会議長橋口和吉

	新春を迎えて―東郷中学校長塩月儀市

	検察審査会制度の話
	農村文化と農村生活―水野彰三

	税納報告
	農作業年中行事―経済課長水野彰三
	主要林産物について
	二十五年の歩み

	主要食糧小売販売業者甲の登録について

	子供と小鳥―新家木朗

	昭和二十六年を迎えて―東郷小六年海野京子
 
	新年を迎えて―東郷小三年平尾吉章


